
タブレットを活用した授業改善
～Google Workspace for Educationの活用から～

いちき串木野市立羽島中学校 白坂 高穂
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１ はじめに 

 本年度から１人１台のタブレットが導入された。これまでのコン

ピュータ室に配備されていたコンピュータの使い道は，主に「調べ

学習」や「プレゼン発表のためのスライド作成」だった。今回のタ

ブレット導入により，授業における学習活動への ICT活用の仕方は

大きく幅を広げたことになる。しかし，ITを学習にどのようにつな

げていけばよいかはそれぞれの教員が活用の中で見つけ出していく必要があり，教員自身が積極的

に学び，その効果と課題を把握することが大事となった。そこで，「まずは使ってみる」という姿勢

で，「何ができるのか」を子どもたちと一緒に学び整理することにした。 

 

２ 研究主題について 

(１) 研究主題 

 
(２) 研究主題設定の背景 

   「もっと早くから取り入れるべきだっ

た」。日々そう思わされるのが ICT活用で

ある。授業展開の方法が一気に増え，子

どもたちが楽しそうに取り組む姿に，そ

う思わざるを得ない。 

なぜ，いま学校に ICTが必要なのか。

「これからの少子高齢社会に向けて。」

「他国との比較から。」「情報活用能力の向上のため。」その理由は多々挙げられるが，まとめると，

これからの激変していく社会を生きていくためには，ICT を使いこなすことが必要不可欠だからだ

といえる。現に，近年の教育は，「何を知っているか」という知識重視から，「知識をもとに何がで

きるのか」という対応力重視へと変わってきている。さらに，こういった科学技術の進歩による影

響のみでなく，新型コロナウイルス感染症対策に伴い，オンラインでの教育が注目されるなど，国

が掲げる GIGAスクール構想はますます必要性を高めている。  

  経済協力開発機構(OECD)が 2018 年度に実施した「生徒の学習達成度調査(PISA)」では，学校に

おける ICT 利活用の

調査が行われた。図１

のように，日本の子ど

もたちは，授業中にデ

ジタル機器を活用す

る学習経験が OECD 諸

国に比べると，圧倒的

タブレットを活用した授業改善 

～Google Workspace for Education の活用から～ 

図 1  OECD「生徒の学習到達度調査(PISA2018)ICT 活用調査」 
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に少ないことが明ら

かになった。さらに，

図２のように，学校外

での ICT 利用におい

ても，学習面では

OECD 平均以下であっ

た。一方で，学校外で

の学習外での利用は

OECD 平均以上となっており，中でもネット上でのチャット利用は 87.4%と高い数値となっている。

つまり，インターネット上でコミュニケーションをとることに慣れ親しんでいる子どもたちが多い

ことが分かる。 

  文部科学省は，GIGAスクール構想として，①「１人１台端末と，高速大容量通信ネットワークの

整備により，多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく，公正に個別最適化され，資質・能力が

一層確実に育成できる教育 ICT 環境の実現」，②「これまでの教育実践と最先端の ICT のベスト 

ミックスを図ることにより，教師・児童生徒の力を最大限に引き出すこと」とされている。つまり，

これまでの築き上げられた教育実践に ICTを活用した授業を展開することで学習活動の一層の充実

と主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を図っていくことが求められている。 

   これらを実現するために，GIGA スクール元年といわれる 2021 年度に，１人１台のタブレットを

どう活かすことができるのかを，試行錯誤を重ねながら，まとめ，教員同士で共有し，多くの子ど

もたちに届けていく必要がある。 

 

３ 研究の構想 

授業におけるタブレットの活用方法としては，「Google Workspace for Education」と「Office365」

などが挙げられる。他にも本県では「ロイロノート・スクール」を使うことができる。本研究におい

ては，本校で Chromebook（Google

の OSを搭載）が生徒用タブレット

として配布されているため，

Google Workspace for Education

を中心とした活用の研究を進め

る。使用できるアプリは数多くあ

るが，より効果的に使うことがで

きると考えられる右の９つに絞

る。右図は，ロゴ・名称と主な使い

方である。 

 

(１) 研究のねらい 

ア タブレット（特に Google Workspace for Educationのアプリ）を教員と生徒がどのように

使うことができるのかを模索する。 

    イ タブレット（特に Google Workspace for Educationのアプリ）活用による，生徒の声やそ

の活動を行うことでの効果や課題を把握する。 

 

図 2 OECD「生徒の学習到達度調査(PISA2018)ICT 活用調査」 

図 3  Google の９つのアプリ 
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(２) 研究の仮説 

 

ア Google Workspace for Educationの活用により，教員と生徒の間でデータを共有することで，

授業外の学習活動がより活発になるのではないか。 

 

イ Google Workspace for Educationの活用により，効率的に生徒間の共同作業や意見の共有の

場を増やすことができるのではないか。 

 

 （３）研究の計画 

    本年度の年間の計画である。教員間での活用はのぞき，生徒が主体となって活動する場合に活

用した例（３学期は予定）を挙げている。〇は，教科。□は，学級。△は，生徒会に関係する活

動である。 

 １学期 ２学期 ３学期 

ドキュメント 〇遺伝レポート(３年

理科) 

 

〇気象レポート(２年

理科) 

 

□始業式・終業式での学年代表挨拶の原稿作成 

スプレッドシート □修学旅行の自主研

修計画 

△生徒総会資料作成 

□夏休みの勉強時間 

□キャップアート下

書き作成 

△生徒総会資料作成 

〇実験結果の共有 

□受験勉強の計画 

□高校調べ 

□会社調べ 

スライド □食育（学活） 

△子どもサミット発

表資料 

△他校との生徒会交

流の発表資料 

△文化祭の発表資料 

□職場体験のまとめ 

ジャムボード 〇実験企画（理科） □学活ワークシート  

□道徳のワークシート 

フォーム △生徒会アンケート △生徒会アンケート 

□英検単語テスト 

△生徒会アンケート 

ドライブ △生徒会データ共有 △文化祭での動画撮

影とデータ管理 

□職場体験の写真共

有 

クラスルーム □学級クラスルーム作成（２年生） 

〇教科用クラスルーム作成（各学年理科） 

△全校生徒用クラスルーム作成（生徒会） 

サイト □学級のホームページ作成とその管理 

□学級通信の配布 

ミート  △他校との生徒会交

流 

△他校との生徒会交

流 
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４ 研究の実際 

（１） Google Workspace for Education を活用した教育の在り方 

  本研究においては，９つのアプリを，教育活動に取り入れていくわけだが，授業などにおける

教育の方法として，これまでの方法，例えば紙媒体を使うことより，アプリを使うことが学習活

動としてより効果的であると判断した場合のみ，活用する。それぞれのアプリには，様々な特徴

があるが，どのアプリをどの場面で使うべきかをより把握しやすくするために，主要な使い方を

考慮した上で，図のように分類した。（比較しやすいようにロイロノート・スクールも加えている。） 

図 4 コミュニケーションにおける９つのアプリの分類図 

    

分類のキーとしたのは「コミュニケーション」である。タブレットの効果的な活用方法として，

生徒自身，教員自身といった個で完結される活動より，教員と生徒間，もしくは生徒間で教育活

動を行うような他者との関わりの場面でこそ効果的であると考えた。そこで，「コミュニケーショ

ン」を「手段」，「伝達」，「表現」，「共有」という４つに分類した。「手段」については，単にツー

ルであると定義したため，ここでは「伝達」，「表現」，「共有」の３つに着目していく。「伝達」，

「表現」，「共有」の順に，より高いコミュニケーション能力が必要である。それぞれの簡単な説

明は以下のとおりである。 

 

伝達 

 

表現 

 

共有 

 

情報の発信者が受信者に一方

向的に伝える。 

情報の発信者が受信者に一方

向的に伝えるが，データに加え

その考えや思いも伝える。 

情報の発信者が受信者にもな

り得る。双方向でのやりとりに

なる。 

 

手段…コミュニケーションを行うツール 

 

 

 

 

 

 

 

※直線…情報   波線…情報＋発信者の考えや思い  
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（２） ３つの視点からの実例 

  ア 伝達 

(ア) 理科「実験データ入力」（スプレッドシート・クラスルーム） 

      理科の実験では，それぞれの班の実験データを比較しながら，考察を行うことがとても

効果的である。これまでは，口頭で結果を聞き出したり，黒板に書かせたりということが

多かったが，事前にスプレットシートをクラスルームで配布しておくことで，実験が終 

わった班から順次，それぞれのタブレットで結果を記入することができる。また，データを

入力後，グラフ作成を行うこともできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （イ） 総合「修学旅行の自主研修計画」（スプレッドシート・クラスルーム） 

     これまでの自主研修の計画作成が，１枚のプリントにそれぞれが話し合った結果を書き，

提出後にコピーを共有という流れだったのに対し，今回は，話合いの結果を書き込む場所

をスプレッドシートとし，班のメンバー

が誰でも書き込めるようにした。こうす

ることで，調べる人，書き込む人といっ

た役割分担の変更を容易にし，全てのメ

ンバーが作業を同時に進めることができ

るようになった。また，それぞれの班の

シートは，全ての教員がパソコン上で 

チェックすることができる。机間指導を 

する教員，シートを画面上でチェックす 

る教員と分担することで，活動の進展状 

況の確認がよりスムーズになった。 

 

図 6 トウモロコシの形質 図 5 酸化の質量比 

図 7 話合い活動後のシート 
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（ウ） 生徒会「生徒総会資料」（スプレッドシート・ドライブ） 

  生徒総会資料の作成を，教員と生徒が共同

でできるようにスプレッドシートとドライブ

を活用した。これまでは，専門部会などで生

徒が話し合って手書きで記録したものを，教

員がデータとして入力し，生徒にプリントで

配布していた。資料作成等を生徒が主体と 

なって行えるよう，資料作成をタブレットで

生徒が行い，教員がサポートする形とした。

様式の作成や，見やすさなどの修正は，教員

がチェックをする。作業は，生徒はタブレッ

ト，教員は校務用 PCでできるため，とても便

利な方法であった。 

      また，データ化することで，これまでの

データも閲覧することができる。ドライブに

生徒会のフォルダを作り，生徒会執行部の役

員は閲覧できるため，昨年度の資料を見なが

ら作成に活かしていた。 

 

（エ) 生徒会「全校生徒へのアンケート」（フォーム・クラスルーム） 

      QR コードを読み取るだけでアンケートの

画面が出てくる Googleフォームを活用して，

全校生徒へのアンケートを行っている。アン

ケートの作成は，生徒会執行部が主体となっ

て行い，教員がサポートをしている。アンケー

トの作成方法は，教員が直接教える場合もあ

るが，クラスルーム等で参考になるサイトや

動画の URL を共有し，生徒だけで作成方法を

学ぶことができるようにしている。こうする

ことで，数人の生徒がそれぞれのタブレット

を使いながら協力してアンケートを作成する

様子が見られた。 

結果の集計はフォームが自動で行うため，

アンケート実施後，結果をすぐに全校生徒に

伝えることができる。掲示する場合は，機械の

文字だけではあたたかみに欠けるという生徒

の考えから，フォームが自動で作成したグラ

フを手書きの文字やイラストと合わせて掲示

している。 

 

図 8 生徒が作成した資料の一部 

図 9 生徒作成のアンケート 

図 10 アンケート結果は自動でグラフ化 
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（オ） 学級「学級ホームページ」（サイト） 

学級のホームページを作成した。   

サイトを閲覧できるのは，登録をした

保護者の Google アカウントのみであ

る。サイト全体の枠組み作成や編集後

の公開は教員が行うが，サイトの編集，

作文や作品の画像データのアップデー

トは生徒も行えるようにしている。 

 

イ 表現 

(ア) 理科「レポート作成」（ドキュメント：３年「遺伝に関する研究成果の活用」 

クラスルーム ：２年「天気の変化の予測」） 

      ２年生の気象，３年生の遺伝の単

元において，レポート作成を行っ

た。レポートの枠組みを教員が作成

し，クラスルームの課題配布の機能

を使って配布と提出を行う。課題の

進み具合は常に教員が把握できる。

授業時間内で終わらない生徒は，家

庭でパソコンやタブレットを活用

して取り組んでいた。文章を考える

だけでなく，参考文献などもリンク

として貼り付けるよう指示を出す

ことで，参考文献を教員がすぐにチ

ェックできるよう工夫した。また，

文字の色やサイズ，太さなどの見や

すさも評価対象であることを伝え

ることで，それぞれが工夫をして取

り組んでいた。 

 

(イ) 食育「野菜を育てよう」（スライド・クラスルーム） 

  学校の畑を活用して，育てたい野菜を多数決で

決め，育てた後に，調理をするという食に関する

授業を行った。１学期に①育てたい野菜，２学期

に②作りたい料理を生徒が１人ずつスライド作成

を行い，プレゼン形式で発表してもらい，その発

表をもとに多数決を行い，票が集まった野菜を作

り，料理を作った。スライド作成だけでなく，そ

の伝え方を考える姿がみられた。 

 

図 11 生徒が記入した毎月の記録 

図 12 ドキュメントで作成したレポート 
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ウ 共有 

   (ア) 理科「実験企画」（ジャムボード・クラスルーム） 

理科の実験では，実験の方法や必要な道具に

ついて，生徒が企画をし，実験を行うことがあ

る。そこで，生徒も簡単に使えるジャムボード

を活用した。 

枠組みを教員が作成し配布することで，生徒

は，テキスト・線・絵などを使って楽しみながら

実験の企画と結果の予想を行っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 道徳「意見共有」（ジャムボード） 

道徳のワークシートとして，ジャムボード

を使って授業をした。ジャムボードは共有し

ているオンラインのホワイトボードである

ため，教員が枠組みを作ってクラスルームで

配布しておく。授業が始まる前に，生徒がタ

ブレットで開いておくことで授業にスムー

ズに入ることができる。ジャムボードを開い

ている教員と生徒は，生徒の意見や立場を瞬

時に把握することができる。発表せずとも意

見を教員や他の生徒が把握できるため，多様

な意見に触れることができるというメリッ

トがある。本学級では，少人数のためジャム

図 13 植物の呼吸を調べる実験の企画（左：教員が作成し配布，右：生徒が編集） 

図 14 光合成と二酸化炭素の関係を調べる実験（左：教員が作成し配布，右：生徒が編集） 

図 15 授業後のジャムボード 
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ボードを使用しているが，スプレッドシー

トやドキュメント，スライドを活用して行

うこともできる。 

よく行う活動としては，自分の考えを書

く活動，賛成や反対などの自分の立場を示

す活動などである。 

 

 

 

 

(ウ) 理科「テスト解説」（ジャムボード・クラスルーム） 

    テスト後に，間違った問題の

正しい解き方を理解することは

とても大事なことである。しか

し，限られた授業時数の中でテ

スト解説の時間を，あまりとれ

ないのが現状である。 

右の図のように，これまでは，

授業中に黒板を使ったり，解説

プリントを配ったりと，教師か

ら生徒への一方向で解説を行っ

てきた。そのため，１人１人のつまずきに，

個別に対応することが求められた。ジャム 

ボードを使うことで，生徒は，教師にいつで

も質問できるようになり，さらに，生徒同士

で質問や解き方を教え合う事ができるよう

になった。 

    また，質問やその回答は，教師と全生徒が，

どこからでも，いつでも見ることができる点

が大きなメリットである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 16 生徒が個々のタブレットで記入した感想 

図 17 これまでとジャムボード使用の比較図 

図 18 実際のテスト解説 
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５ 研究のまとめ 

（１） 研究の成果 

 ア アンケート(令和 4年 1 月本校 2,3年生

15 名実施)によると，「授業がこれまでと

変わった」「授業の理解に役立った」「将来

に役立つ」という意見が多数であった。 

イ Google Workspace for Educationのアプリ活用により，調べ学習やスライド・レポート作成

を休み時間や家庭学習で取り組む生徒が増えた。 

ウ Google Workspace for Educationのアプリを使うことで，教員と生徒間，または生徒同士間

でのデータ共有により，個々のもつ情報や考えの共有がスムーズにいき，それらをお互いが 

知った上で考えの根拠などを踏み込んで質問する場面が増えた。 

エ タブレット活用を重ねる中で，動画やサイトを参考にしながら，タブレットやアプリの使い

方を自主的に学び始めたり，タイピングに挑戦したりする様子が見られた。 

 

（２） 研究の課題 

   ア タイピングの速さやタブレットへの慣れ具合の違いにより，活動にかかる時間に差がある。

アンケート(同上)によると，「タイピング」「アプリの使い方」「タブレットの使い方」を課題に

感じている生徒が多く，生徒が苦手意識をもたないように指導する必要がある。 

   イ 道徳の授業で考えをジャムボードなどに書く際，ノートとタブレットに同じ内容を２度書く

ことで時間がかかってしまう。ノートとタブレットの位置づけと役割の整理をする必要がある。 

   ウ アンケートから，本校では，教科ごとで

活用の差が大きいとわかる。学校全体での

取り組みが必要である。 

 

６ おわりに 

  オンラインには，eboard や YouTube など多くの学習コンテンツが存在する。しかし，PISA の調査

からも分かるように，タブレットを活用して学ぶという経験が，日本の子どもたちには乏しい現状が

ある。「今日はタブレットを使いますか？」と授業前に目を輝かせて確認をしてくる生徒がいる。まず

は，タブレットを使って学ぶ楽しさを，生徒に感じてもらいながら，同時にその大きな可能性にも気

づいてほしい。 

これからますます必要不可欠となっていく情報を探し扱う力，オンラインを介して考えを表現し，

考えを共有していく力を，タブレットを活用した学習活動を通して身に付け，多くの情報や考えに触

れてほしい。また，現在はタブレットだが，時代に合わせてその媒体は変化していくだろう。新しい

ものに臆せず，積極的に学び，自分のものにしていく姿勢を子どもたちに身に付けてほしいと考える

からこそ，タブレットが導入された今，タブレット活用に積極的に挑戦する教師の姿を見せたい。 
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